

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本 4．81 4．68 4．68 4．60 4．59 4．50 4．45 4．44 4．37 4．35 4．34 4．28 4．23 3．89
3．67
一一 ﾘ国








































































































































































































































































































































日本 4．80 4．43 4．17 4．06 3．69 3．67 3．63 3．60 3．60 3．56 3．54 3．51 3．48 3．45 3．44 3．05 2．87 2．51 2．47 2．39
一一 ﾘ国







































































































































































































他人の 他人を 子ども 夢をも 社会の 自分に 自分の 誰にで 親や家 親孝行 偏差値 名の知公務員 よその 社会的 周りの 親と同 社会に 近所の 就職し
気持ち 差別し （私）の って， なかで 正直に ことは も好か 族に恥 をして の低い れた大 などの 子ども に名前 人に子 居か実 出たら 人に子 たら仕
がわか たり悪 やりた その夢 受け入 生きて 自分で れる人 をかか ほしい 大学に 学へ行 安定し と比較 の知ら ども 家の近 家族の ども 送りを
るよう 口を言 いこと に向か れられ ほしい 考えて になっ せるよ は行っ ってほ た職業 して自 れてい （私）の くに住 世話を （私）の して家
な人に ったり を仕事 ってが る人に 決めて てほし うなご てほし しかっ につい 分の子 る企業 ことを んでほ してほ ことを 計を助
なって するよ として んばっ なって ほしい い とはし くなか た てほし どもの に就職 自慢し しい しい 褒めら けてほ
ほしい うな人 やって てほし ほしい てほし った い ほうが してほ たい れたい しい





一日本 4．90 4．86 4．82 4．82 4．71 4．69 4．65 4．36 4．30 4．24 4．04 3．97 3．77 3．67 3．50 3．43 3．43 3．39 320 3．02















































































































































































































































































































日本 4．73 4．72 4．66 4．63 4．61 4．60 4．55 4．55 4．54 4．53 4．51 4．48 4．37 4．36 4．25 4．24 4．16 4．15






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































協調・成長期待 ．93 ．24 ．33 ，23 ，23 ．36 ，24 ．57 ．16 4．50 0．88
成績期待 708 ，81 ，35 ．24 ．15 ．19 ．23 ．09＊ ．27 4．44 1．08
規範遵守期待 708 719 ．81 ．10 ．10 ，12 ．16 ，12 ，63 4．43 1．25
友人べ一ス遂行接近 705 715 716 ．91 ．48 ，33 ．48 ．18 ，11 3．92 1．18
教師べ一ス遂行接近 704 715 716 717 ．90 。34 ．41 ．29 ．12 2．45 1．28
マスタリー 702 712 713 713 713 ．81 ．34 ．32 ．10 3．45 1．00
遂行回避 704 715 716 716 716 713 ，82 ．18 ．17 3．69 1．21
温かさの認知 704 714 715 711 711 708 711 ．89 ．13 4．24 1．14


























協調・成長期待 ．93 ．12 ．09 ．19 ．26 ．30 ．21 ．53 ．01† 4．37 0．89
成績期待 546 ．74 ．43 ．29 ．10＊ ．26 ，31 ．07† ．33 4．98 0．85
規範遵守期待 545 558 ．84 ，16 ．08 ．23 ．24 ．12 ．54 4．91 0．97
友人ベース遂行接近 542 556 556 ．88 ．56 ．33 ．60 ．16 ．14 4．38 0．97
教師べ一ス遂行接近 542 556 555 553 ．91 ．32 ．29 ．26 ．10＊ 3．19 1．37
マスタリー 544 558 557 555 555 ．80 ．36 ．25 ．17 4．17 0．95
遂行回避 542 556 555 553 553 555 ．83 ，16 ．18 4．56 1．01
温かさの認知 541 555 554 552 552 554 552 ．88 ，18 4．07 1．14























































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会貢献志向 ．81 ．37　　　．57 ．20 ．30 ．15 ．21 18．55 3．74
上位志向 725 ．74　　　　．48 ．42 ．17 ．19 22 17．16 3．69
努力・承認志向 721 722　　　．72 ．30 ．31 ．20 ．09＊ 21．01 3．94
友人べ一ス遂行目標 718 719　　　716 ．91 ．33 ．48 ．48 27．47 824
マスタリー接近目標 715 716　　　713 713 ．90 ．34 ．34 17．25 5．02
教師べ一ス遂行目標 718 719　　　716 717 713 ．81 ．41 7．36 3．85

















社会貢献・努力志向 ．86　　　．44 ．54 ．20 ．43 ，07† ．22 19．48 3．49
上位・承認志向 552　　　．84 ．52 ．49 ．24 ．26 ．32 27．73 5．14
対人志向 554　　　554 ．80 ．20 ．24 ．19 ．13 13．92 2．85
友人べ一ス遂行目標 551　　　551 554 ，88 ．33 ．56 ，60 30．66 6．82
マスタリー接近目標 553　　　　554 555 555 ．91 ．32 ，36 20．85 4．73
教師べ一ス遂行目標 551　　　551 553 553 555 ，80 ，29 9．56 4．11
遂行回避目標 552　　　551 553 553 555 553 ．83 18．23 4．03
注）　†を付した箇所は，相関係数が有意ではなかった。それ以外の相関係数は全て1％水準で有意であった。また，表中の同じ尺
　度が交差する箇所は，その尺度のα係数を記載し，左下部分は分析に用いたデータ数を記載した。
志向」（α＝．80），の3つの下位尺度を構成した（Table　6－4，6－5）。この差異について
は，考察の部分で詳しく述べる。
（2）　高校の授業に対する達成目標志向性
　高校の授業に対する達成目標志向性尺度（一般化された最小2乗法，プロマックス回
転）は，「友人ベースの遂行接近目標」「教師べ一スの遂行接近目標」「マスタリー接近
目標」「遂行回避i目標」の4下位尺度を構成した（1順にαr91，．83，．81，．82；詳しく
は第5章を参照）。
●高校の授業に対する達成目標志向性が現在の就業動機に及ぼす影響
　高校の授業に対する達成目標志向性が現在の就業動機に及ぼす影響を検討するため，
国別に就業動機を従属変数，高校の授業に対する達成目標志向性を独立変数とした重回
帰分析を行った（Figure　6－1，6－2）。なお，ここでは日本と韓国の就業動機にっいては，
それぞれTable　6－1とTable　6－2を用いた。すなわち，日韓で国別に就業動機を因子分
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Figure　6－1　日本の大学生の重回帰分析の結果
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Figure　6－2韓国の大学生の重回帰分析の結果
析した結果を各々用いて分析した。
（a）　日本
　Figure　6－1は日本の分析結果である。マスタリー接近目標は社会貢献志向に正の影
響を及ぼしていた。また，友人べ一スの遂行接近目標は社会貢献志向と上位志向に正の
影響を及ぼしていた。また遂行回避i目標は，社会貢献志向と上位志向に正の影響を，努
力・承認志向には弱い負の影響を及ぼしていた。一方，教師べ一スの遂行接近目標は就
業動機には何ら影響を及ぼしていなかった。日本の大学生の就業動機には，高校時代の
教師に対する達成目標志向性は影響していないと考えらえる。
（b）韓国
　Figure　6－2は韓国の分析結果である。マスタリー接近目標と接近回避目標は，どの
就業動機にも有意な影響を及ぼしていなかった。友人ベースの遂行接近目標と教師べ一
スの遂行接近目標は各々，対人志向に弱い正の影響を及ぼしていた。一方，日本とは異
なり，就業動機の社会貢献・努力志向と上位・承認志向は，高校の授業に対する達成目
標志向性の影響を有意に受けていなかった。
（c）全体
　高校の授業に対する達成目標志向性が現在の就業動機に及ぼす影響を日韓を合わせた
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Figure　6－3　日韓（全体）の大学生の重回帰分析
全体で検討するため，就業動機を従属変数，高校の授業に対する達成目標志向性を独立
変数とした重回帰分析を行った（Figure　6－3）。なお，ここでの就業動機については，
Table　6－3を用いた。すなわち，日韓を合わせた全体の就業動機を因子分析した結果を
用いて分析した。
　マスタリー接近目標は上位・承認志向に弱い正の影響を及ぼしていた。また，友人べ
一スの遂行接近目標は社会貢献・努力志向と対人志向に弱い正の影響を及ぼしていた。
また教師べ一スの遂行接近目標は対人志向に弱い正の影響を及ぼしていた。一方，遂行
回避目標は，就業動機には何ら影響を及ぼしていなかった。
考　察
　本研究では，高校の授業に対する達成目標志向性が，大学生の就業動機に及ぼす影響
について検討した。
　以下，就業動機尺度にっいて，日本および韓国，そして日本と韓国を合わせた全体デ
ータの分析結果にっいて考察する。
　まず，日本の大学生を対象に調査した結果，就業動機尺度は3因子が抽出された。因
子ごとに合計点を求め「社会貢献志向」，「上位志向」，「努力・承認志向」の3下位尺度
を構成した。次に，韓国の大学生を対象に調査した結果，就業動機尺度は日本と同様に
3因子が抽出され，「社会貢献・努力志向」，「上位・承認志向」，「対人志向」の3っの
下位尺度を構成した。さらに，日本と韓国の大学生の双方を含めた全体の調査を分析し
た結果，就業動機尺度は日本および韓国同様に，3因子が抽出された。因子ごとに合計
点を求め「社会貢献・努力志向」，「上位・承認志向」，「対人志向」の3っの下位尺度を
構成した。日本，韓国，そして日本と韓国の双方を含めた全体の調査を分析した結果は，
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それぞれ安達（2001）が作成した就業動機尺度の3因子モデルと多少異なる下位尺度項
目の構成であったが，3因子に分かれた点では一致するものであった。
　日韓の大学生の就業動機を比較する観点からは，このように日本と韓国では，就業動
機尺度の因子構造はそれぞれ3因子と同数であったものの，下位釈度を構成する項目の
内容が少し異なっていた。
　特に，日本の大学生のみを対象とした調査では，韓国の第三因子「対人志向」が抽出
されなかった。このことにっいては，趙・松本・木村（2011）が心理学的手法を用いて
日韓の大学生の文化比較を行った研究の中で指摘したように，日本と韓国の対人関係の
距離の保ち方が異なり，対人関係の在り方に関する言葉も日本と韓国では異なることが
背景にあると思われる。趙らは，日本人は職場や仲間など「外」の人間関係を重視する
のに対して，韓国人は家族や親族など，血縁関係のある，っまり「内」の人間関係を重
視すること，さらには韓国語には，「自分と他者の関係の境界線が明確ではなくなるほ
どの親密さ」を意味する言葉があるのに対し，日本語にはそのような言葉がないことを
明らかにした（趙・松本・木村，2011）。
　このことをふまえると，日本の大学生の就業動機には「対人志向」が単独の因子とし
ては見いだされず，韓国の大学生の就業動機の第三因子として「対人志向」が抽出され
たことにっいては，単なる偶然という訳ではなく，対人関係を家族関係と同様に重要視
する韓国の文化が反映されていると考えても，矛盾はないだろう。
　また，高校の授業に対する達成目標志向性が大学生の就業動機に与える影響について，
重回帰分析の結果から省察する。日本の大学生の場合，「友人ベースの遂行目標」は
「社会貢献志向」と「上位志向」に正の影響を及ぼしていたが，韓国の大学生の場合，
「友人ベースの遂行目標」は「対人志向」のみに正の影響を及ぼしていた。すなわち日
本では，高校時代の「友人ベースの遂行目標」は社会に貢献したい，仲間の中で上位に
存在したいという就業動機づけに影響を及ぼしていた。一方で韓国では，社会という大
きな枠組みの中でのスケールの大きな人間関係よりも，より近く親しい人間関係を形成
したいという動機や，新しい人との出会いに期待する対人動機に対して，高校時代の友
人べ一スの遂行目標が影響を及ぼしていたといえるだろう。
　さらに，日本の大学生の場合，就業動機に対する「教師ベースの遂行目標」の影響は
有意ではなく，「マスタリー遂行目標」と「遂行回避目標」の正の影響があったのに対
し，韓国の大学生の場合，就業動機の中でも「対人志向」に対してのみ，「教師べ一ス
の遂行目標」の正の影響があった。高校時代の「友人ベースの遂行目標」は日本と韓国
の大学生の双方の就業動機に正の影響を及ぼしていたが，他の変数に関しては，有意な
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影響を及ぼしていた独立変数も従属変数も異なっていた。今後，なぜこのような違いが
生じたのかにっいては追跡調査を行う等，追究していく必要があろう。
　一方で，日本と韓国の大学生を含めた全体の結果を分析したところ，「社会貢献・努
力志向」と「対人志向」に対して「友人べ一スの遂行目標」が正の影響を及ぼしていた。
全体の結果の分析からは，偏回帰係数の値が小さいことから，あまり断定的なことはい
えない。今後，データサンプル数を増やしたり，調査項目を見直したりする等，新たな
知見を得るために，さらなる調査を続けていくことが必要になるだろう。
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